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高松市学校給食の概要 

１ 本市学校給食の運営 

（１）学校給食（完全給食）実施校の児童生徒数（令和７年５月１日基本調査より） 

小学校 ４７校 ２０，５９８人 

中学校 ２２校 １０，４３６人 

教職員数   ２，３９０人 

 合計 ３３，４２４人 

   ※一部の公立幼稚園（１１園）に学校給食を提供している。 

 

（２）給食実施回数（令和７年度計画） 

    年間最大回数     １９８回（休業日、４月の始業日及び３月の終業日を除いた日） 

    平均回数  （小学校）１８８回 

          （中学校）１６８回 

 

（３）献立実施方法 

高松市の学校給食の献立は、効率的・安定的な食材の調達を図るとともに、多段階のチェックを

経ることにより、栄養価や安全性を確保するため、市内統一を基本としている。 

良質な食材を安定的に確保することや地場産物の使用拡大を図るため、１日に使用する食材の量

を平準化することを目的として、市内をＡ～Ｆの６ブロックに分け、Ａ～Ｄブロックは統一献立を

ブロックごとにスライドさせ、日にちを変えて実施している。Ｅ・Ｆブロックは、朝日新町学校給

食センターで独自に献立を作成している。 

 

（４）給食費（令和７年度） 

                               （消費税込み） 

 

幼稚園 
小学校 

中学校 
低学年 中学年 高学年 

一
食
当
た
り
単
価 

主 食 費 45.00 円 50.00 円 55.00 円 62.00 円 68.00 円 

副 食 費 116.00 円 150.00 円 182.00 円 203.00 円 226.00 円 

牛 乳 費 77.00 円 66.00 円 66.00 円 66.00 円 66.00 円 

事 務 費 1.00  円 1.00  円 1.00  円 1.00  円 1.00  円 

合   計 239.00  円 267.00  円 304.00  円 332.00  円 361.00  円 

   ※食材費・事務費は保護者負担、施設費・人件費・燃料費等は市費負担している。 
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（５）施設数（令和７年４月１日現在） 

 施設数 小学校 中学校 

単独校方式 １７場 １６校 １校 

親子方式 １０場 １０校 ９校 

センター方式 ７場 ２１校 １２校 

合計 ３４場 ４７校 ２２校 

    ※ 休校除く 

 

（６）栄養教諭・学校栄養職員数（令和７年４月１日現在） 

 配置数 小学校 中学校 

栄養教諭 ※１ ２８人 ２５人 ３人 

学校栄養職員 ※２ ６人 ４人 ２人 

合計 ３４人 ２９人 ５人 

    ※１ 産育休中の１名除く 

※２ 産育休代替含む 

 

（７）調理員数（令和７年４月１日現在） 

正規職員（再任用含む）  １２７人 

会計年度任用職員 １４０人 

合計 ２６７人 

     

（８）配膳員数（令和７年４月１日現在） 

会計年度任用職員 ６１人 

 

（９）(公財)高松市学校給食会 

学校給食で使用する食材の発注、購入、支払い事務は、(公財)高松市学校給食会が行っている。

(公財)高松市学校給食会には、献立を作成する献立委員会、食材を選定する物資購入委員会、給食

費を検討する給食費検討委員会等の各種の特別委員会が置かれ、それぞれ、校長、保護者、学識経

験者、栄養教諭、調理員、教育委員会職員の代表で組織されている。 

 

（10）(公財)香川県学校給食会 

学校給食で使用する食材のうち、基本物資である飲用牛乳、パン、米穀（米飯・精米）の供給を

(公財)香川県学校給食会から受けている。 
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２ 本市学校給食の特徴 

（１）学校給食摂取基準 

本市では、「児童又は生徒一人一回当たりの学校給食摂取基準」（文部科学省告示「学校給食実施

基準」別表（第四条関係））に基づき給食を実施していたが、本市の児童生徒の成長に応じた給食

の提供のため、市独自の基準策定について検討し、令和元年度に「高松市学校給食摂取基準」を策

定した。令和２年４月分の給食から新基準に基づき給食を実施している。 

 高松市学校給食摂取基準 

〇エネルギー（kcal） 

 小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３ 

4～9月 470 520 570 620 670 720 760 800 800 

10～3月 490 540 600 650 700 750 800 800 800 

※平成 29年度高松市学校保健統計結果より算出 

※たんぱく質・脂質については、下表の定める範囲を用い、その他の栄養素については、下表の

基準値を用いる。 

 

「児童又は生徒一人一回当たりの学校給食摂取基準」（令和 3 年 4 月一部改正） 

（文部科学省告示「学校給食実施基準」別表（第四条関係）） 

 児童（6～7 歳）

の場合 

児童（8～9 歳）

の場合 

児童（10～11歳）

の場合 

児童（12～14 歳）

の場合 

エネルギー（kcal） 530 650 780 830 

たんぱく質（％） 学校給食による摂取エネルギー全体の 13～20％ 

脂質（％） 学校給食による摂取エネルギー全体の 20～30％ 

ナトリウム（g） 1.5 未満 2 未満 2 未満 2.5 未満 

カルシウム（mg） 290 350 360 450 

マグネシウム（mg） 40 50 70 120 

鉄（mg） 2 3 3.5 4.5 

ビタミンＡ（μgRAE） 160 200 240 300 

ビタミン B1（mg） 0.3 0.4 0.5 0.5 

ビタミン B2（mg） 0.4 0.4 0.5 0.6 

ビタミン C（mg） 20 25 30 35 

食物繊維（g） 4 以上 4.5 以上 5 以上 7 以上 

（注）表に掲げるもののほか、次に掲げるものについても示した摂取について配慮すること。 

     亜鉛 ・・・ 児童（6～7歳）2㎎、児童（8～9 歳）2㎎ 

            児童（10～11歳）2㎎、児童（12～14歳）3㎎ 

 

〇令和６年度４～９月実績（栄養週報の平均）（小学校４年生） 

区分 

エネル

ギー 

たんぱ

く質 
脂肪 

カルシ

ウム 

マグネ

シウム 
鉄 亜鉛 

ビタミン 食塩 

相当量 

食物

繊維 A B1 B2 C 

(kcal) (%) (%) (mg) (mg) (g) (mg) (μgRE) (mg) (mg) (mg) (g) (g) 

摂取

基準 
620 

13～

20 

20～

30 
350 50 3 2 200 0.4 0.4 25 

2 

未満 

4.5 

以上 

平均 

摂取量 
612 15.4 27.3 388 92 3.7 3.2 245 0.89 0.59 31 2.1 6.0 
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〇令和６年度１０～３月実績（栄養週報の平均）（小学校４年生） 

区分 

エネル

ギー 

たんぱ

く質 
脂肪 

カルシ

ウム 

マグネ

シウム 
鉄 亜鉛 

ビタミン 食塩 

相当量 

食物

繊維 A B1 B2 C 

(kcal) (%) (%) (mg) (mg) (g) (mg) (μgRE) (mg) (mg) (mg) (g) (g) 

摂取

基準 
650 

13～

20 

20～

30 
350 50 3 2 200 0.4 0.4 25 

2 

未満 

4.5 

以上 

平均 

摂取量 
619 16.8 29.2 372 94 4.2 3.2 319 0.94 0.60 27 2.2 7.1 

 

 

（２）小児生活習慣病の予防 

本市では、児童生徒が子どもの頃から自分の健康状態を知り、よい生活習慣を身に付けるととも

に、生涯にわたって健康な生活を送ることを目的として、小児生活習慣病予防検診を行っている。

対象者は、高松市立の全小学校４年生の希望者（平成１４年度～）と、高松市立の全中学校１年生

のうち、肥満度・腹囲などから対象者を抽出したうちの希望者（平成２５年度～）である。 

これに対応し、学校給食では、脂質の使用を減らし、味付けは薄味を基本としている。食物繊維

の摂取を増やすため、ご飯は麦ご飯を基本とし、食物繊維の豊富な海藻類、豆類を多く献立に取り

入れ、現代の子どもたちになじみの薄いひじきや豆類等の料理に親しむ機会を作り、家庭への普及

をも図っている。 

また、小児生活習慣病予防検診の有所見者とその保護者には、栄養教諭・学校栄養職員が養護教

諭とともに栄養指導等を行い、改善に努めている。 

 

① 肥満・やせ傾向児童の発生率（％） 
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②二次検診対象者の発生率（％） 

 

 

   ③二次検診受診者の改善率（％） 

 

 

 

 

（３）高松市朝日新町学校給食センターにおける食育推進事業 

①高松市朝日新町学校給食センターの活用 

食育や衛生管理の研修機能を持ち、各種食育関連行事の開催や、見学の受入等を行い、市内全

体の食育の拠点として活用している。 

②幼稚園における食育指導 

幼児期から食育を推進するため、私立幼稚園に高松市朝日新町学校給食センターから市栄養士

を派遣し、園児・保護者への指導を行っている。  
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３ 学校給食を生きた教材とした食育指導 

（１）給食時指導 

  ①校内放送 

毎日の給食時間に、その日の給食献立の目的や使用食材等について、各学校で校内放送を行っ

ている。 

  ②給食献立表等指導資料の配布 

児童生徒に配布する給食献立表は、料理ごとに食材が分かるようにし、食材を６つの食品群に

分類して表記している。食育関連の記事を掲載するなど指導資料として活用している。    

また、各学校において独自の指導資料として、「食育だより」等を作成し、児童生徒に配布し

ている。 

  ③「給食試食会」等での指導 

各学校において給食試食会を開催し、栄養教諭等が保護者を対象に、学校給食の目的と実施状

況等について説明するとともに、家庭での食事のあり方について指導している。 

 

（２）地産地消の推進 

  ①地場産食材の使用状況 

児童生徒が地域の文化や産業への理解を深められるよう、食材はできるだけ香川県産を使用す

ることを基本として献立作成や食材選定を行い、地産地消の推進に取り組んでいる。 

主食の米、麦ご飯に使用する大麦は、１００％香川県産を使用している。パンは、県産小麦を

１００％使用した全粒粉パンや県産米粉と県産小麦を１００％使用した米粉パンを活用してい

る。 

高松市の学校給食における地場産物使用率（金額ベース）は、４６．５％（令和６年度）であ

る。 

  ②高松市地場産農産物活用推進検討会 

高松市中央卸売市場青果学校給食部、香川県農業協同組合、(公財)高松市学校給食会、栄養教

諭、調理員、市農林水産課、市教育委員会の各代表による「高松市地場産農産物活用推進検討会」

を毎年開催し、生産者・流通業者と連携して地産地消の推進に努めている。 

 

（３）伝統的食文化の普及 

  ①郷土料理、地場産物 

毎月の「ふるさとの食再発見週間」には、郷土料理や地場産物を多く取り入れた献立を実施し

ているほか、学校給食週間（１月２４日～３０日）を中心に、しっぽくうどん、あんもち雑煮、

しょうゆ豆等の郷土料理、食べて菜やまんば等香川県独自の食材を使用した献立を実施している。 

  ②行事食 

入学・卒業のお祝い献立、七夕、月見、冬至、ひなまつり等の季節の行事に合わせた行事食を

実施している。 

 

 


